
くすの木くすの木 都城市立志和池小学校

学校だより 令和４年度 ７月号（７月２２日） 校長 川越 広幸

■１学期が終了■ ■ネットトラブルに注意■
今日で１学期が終わります。４月の始業式で児 宮崎県消費生活センターの方からお話を伺う機

童に次の３つのことを話しました。 会がありました。主な内容は次のとおりです。ご
「かしこく…勉強をがんばろう」 家庭でもお子さんと一緒に「使用上のルール」の

「やさしく…思いやりをもって助け合おう」 確認などをされてみてはいかがでしょうか。
「たくましく…健康な体をつくろう」
１学期の間、児童の様子を見ていて、大きな成 ・インターネットや SNS は、便利で楽しいもの

長を感じます。一人一人については、学級担任が であるが、同時に様々な危険性がある。
通知票に記していますので、ご家庭で話題にして ・アイテム課金型ゲームの多くは、利用者にスト

いただけるとありがたいです。学校全体としては、 レスを与え、ゲームを有利に進めるためにお金が
次のような頑張りが見られました。 必要になるしくみになっている。

・県内の小中学生において、200 万円以上の課金
・「かしこく」…全学年で学習用パソコンを をしたケースがある。
活用しました。写真を撮ったり、知りたい ・ワンクリック詐欺や架空請求に対しては、応じ

情報を調べたり、互いの意見を交流したり ないことが大切である。
しました。今後は、学年に応じて家庭学習 ・フィルタリングをして、有害なサイトや情報に

への活用も始まります。 アクセスできないようしてほしい。

■充実した夏休みを■
夏休み期間は、学習に計画的に取り組む一方で、

家族の一員として手伝いをしたり、友達と遊んだ

りして、充実した日々にしてほしいと思います。
学校は 8 月 10 日（水）から 16 日（火）まで、

「学校閉庁期間」になります。この期間の連絡は、
都城市教育委員会へお願いします。

〈都城市教育委員会 学校教育課 ２３－９５４４〉

・「やさしく」…委員会活動や係活動等では、
互いに協力し助け合いました。相手に合わ 詳しくは、７月８日付、都城市教育委員会発出

せた言葉がけや接し方ができる人も増えて 文書「学校閉庁期間の設定について（お知らせ）」
いて、友達に拍手を送る姿も見られました。 をご覧ください。

■非認知スキルの向上■

お茶の水女子大学教授の浜野隆氏によると、非
認知スキルに関わる次のような経験をしている子
どもは、学力の向上がみられたという調査結果が

あるようです。本校では、授業や学校行事等にお
いて、これらのことを意識して取り組んでいます。

○ものごとを最後までやり遂げて、うれしかった
ことがある。

・「たくましく」…水泳などに生き生きと取 ○難しい問題でも、失敗を恐れないで挑戦してい
り組み、それぞれに体力が向上しました。 る。

昼休みに元気に遊ぶ人も増えています。 ○自分には、よいところがあると思う。
○友達の前で自分の考えや意見を発表することは

得意だ。
○友達と話し合う時、友達の話や意見を最後まで
聞くことができる。

○友達と話し合う時、友達の考えを受け止めて、
自分の考えを持つことができる。

○学級のみんなで協力して何かをやり遂げ、うれ
しかったことがある。


